
18広報にっこう

　２月９日（金）〜15日（木）、湯
元園地特設会場で「奥日光湯元温
泉雪灯里」が行われました。
　このイベントは、日本夜景遺産
に認定されており、会場には約
500個のミニかまくらが並び、一
面の白銀の世界で、青色の光が幻
想的な雰囲気を作り上げていまし
た。
　訪れた人は、寒さも忘れて美し
い景色を楽しんでいました。

奥日光湯元温泉雪
ゆき

灯
あかり

里

２・3月に市内で行われたイベントについてお知らせします

　

２
月
11
日（
日
・
祝
）、
Ｊ
Ｒ
今
市
駅

前
通
り
で
花
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
縁
起
物
の
だ

る
ま
や
熊
手
な
ど
の
露
店
が
並
び
、
大

勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
18
回
全
日
本
し
も
つ
か
れ

コ
ン
テ
ス
ト
が
道
の
駅
「
日
光
」
日
光

街
道
ニ
コ
ニ
コ
本
陣
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
開
場
前
か
ら
多
く
の
人
が

行
列
を
作
り
、
約
６
５
０
名
が
来
場
し

ま
し
た
。

フォトダイアリー

　

２
月
11
日（
日
・
祝
）、
上
三
依
公
民

館
前
で
第
10
回
三
依
杯
雪
合
戦
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
高

齢
化
集
落
の
活
性
化
の
た
め
、
三
依
地

区
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
市
民
工
房
が
中
心

と
な
り
、
地
元
自
治
会
な
ど
と
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
試
合
は
、
６
名
１
チ
ー
ム
で
雪
玉
を

投
げ
合
い
、
相
手
チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
に

あ
る
５
枚
の
ボ
ー
ド
を
射
抜
く
速
さ
を

慎重に審査に臨む人たち

「ゴールは絶対守る !」

大勢の人でにぎわう花市

　２月15日（木）〜25日（日）、牡
丹室内庭園が道の駅「日光」日光
街道ニコニコ本陣多目的ホールで
開催されました。
　会場は、日光の自然をテーマに
奥日光の湿原を連想するシラカバ
の木なども飾られ、約100種類
300鉢の牡丹が展示されました。
　訪れた人たちはさまざな色や形
の美しい牡丹に見とれていまし
た。

　牡
ぼ た ん

丹室内庭園

約100種類の牡丹が会場を彩る

三
依
杯
雪
合
戦
大
会

競
い
ま
す
。

　
数
日
前
ま
で
降
っ
た
雪
も
落
ち
着
き
、

晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
回
は
、
13
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
寒
さ
に
負
け
な
い
白
熱
し

た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
代
表
の
平ひ

ら
い
で出

さ
ん
は
、

「
今
回
は
、
宮
城
県
や
埼
玉
県
な
ど
の

遠
方
か
ら
も
参
加
し
て
く
れ
た
チ
ー
ム

が
あ
り
、
毎
年
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ

と
が
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
、
26
名
が
自
慢
の
し
も

つ
か
れ
を
出
品
し
、
そ
の
味
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
今
回
は
宇
都
宮
市
の
坂さ
か
よ
り寄

悦え
つ
お男

さ
ん
が
最
優
秀
賞
の
「
第
18
代
鉄

人
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
が
３
回
目
の
来
場
と
い
う
宇
都

宮
市
の
富と

み
か
わ川

さ
ん
は
「
今
回
の
し
も
つ

か
れ
は
、ど
れ
も
味
が
個
性
的
で
し
た
。

ど
の
し
も
つ
か
れ
に
も
特
徴
が
あ
り
、

審
査
が
難
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

幻想的な雰囲気の会場

今
市
花
市
・
全
日
本
し
も
つ
か
れ
コ
ン
テ
ス
ト

子どもたちも笑顔で全力投球 !



　２月17日（土）・18日（日）、鬼
怒川温泉駅前広場で春節祭が開催
され、来場者でにぎわいました。
　ステージでは、足尾和太鼓チー
ム「銅

あかがね
」の演奏をはじめ、芸達者

な猿が笑いを誘う「猿まわし」、
鬼怒川ヤングオーナーズクラブ鬼

き

祭
さいかい

會による神
み こ し

輿の渡
と ぎ ょ

御などが会場
を盛り上げました。
　一方、ステージの周りでは、「年
越しグルメ日光蕎麦」の提供の他、
餃子、ヤマメの塩焼き、栃木和牛
の串焼きなどのグルメの販売に行
列ができていました。
　また、書初めや射的、忍者手裏
剣体験などの文化体験には子ども
だけではなく、大人も挑戦し、歓
声をあげて楽しんでいました。
　偶然、家族で立ち寄った今

こ ん の
野さ

ん（宇都宮市）は、「こんなに楽しい
祭に出会えてラッキー。おそばも
おいしかった」と話していました。

春節祭

フォトダイアリー
Photo Diary

　
２
月
24
日（
土
）、
小
来
川
の
黒
川
神

社
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
来
川
の
地
域
お
こ
し
を
目
的
に

結
成
さ
れ
た
「
小
来
川
の
み
ら
い
を
テ

ラ
ス
会
」
が
実
施
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
黒
川
神
社

を
見
よ
う
と
会
場
に
は
約
３
０
０
名
が

来
場
し
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
特
産
品

を
使
っ
た
甘
酒
や
豚
汁
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪がチラつく中、鬼祭會の気合の渡御

　
平
成
18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
恒
例
と

な
っ
た
鉢
石
宿
の
お
ひ
な
さ
ま
が
、
２
月

11
日（
日・祝
）〜
３
月
３
日（
土
）に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
日
光
駅
か
ら
神
橋

辺
り
を
中
心
に
日
光
地
域
各
所
で
、
年

代
物
の
貴
重
な
お
ひ
な
さ
ま
や
段
飾
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
な
ど
が
、
約
１
４
０

軒
の
商
店
や
個
人
宅
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
光
郷
土
セ
ン
タ
ー
で
は
、
土
曜
・

日
曜
日
に
「
着
せ
替
え
お
ひ
な
さ
ま
体

験
」
を
は
じ
め
、
18
日（
日
）に
「
お
ひ

　
３
月
３
日（
土
）、
日
光
総
合
会
館
大

ホ
ー
ル
で
第
３
回
日
光
国
際
音
楽
祭
声

楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
下し

も
じ司

愉ゆ

う

き
宇
起
実
行
委
員
長
が

「
予
備
審
査
の
選
考
か
ら
難
儀
し
ま
し

た
。
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
な

る
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。　
　

　
厳
し
い
審
査
を
通
過
し
た
30
名
の
演

奏
者
が
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露

し
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
み
ま
し
た
。

心地よい太鼓のリズムに人が集まる

黒
川
神
社
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
さ
ま
コ
ン
サ
ー
ト
」、
25
日（
日
）は

呈て
い
ち
ゃ茶

席
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
24
日（
土
）に
は
、 

筑
波
大
学
の
山や

ま
澤さ

わ

学ま
な
ぶ
准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、「
日
光
山

の
両
大
師
講こ

う
ー
元が

ん
ざ
ん三

大
師
・
慈じ

げ
ん眼

大
師

の
信
仰
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
光
に
ゆ
か

り
の
あ
る
二
人
の
大
師
や
民
間
信
仰
な

ど
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
在
住
の
柳や

な
ぎ
た田

さ
ん
は
、「
先
生
の
わ

か
り
や
す
い
お
話
で
、「
講
」
に
つ
い
て

理
解
で
き
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
光
鉢
石
宿
の
お
ひ
な
さ
ま

ライトアップされた黒川神社

日
光
国
際
音
楽
祭
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル

山澤先生の講演には40名以上が聴講

郷土センターに飾られたおひなさま

美しい歌声を披露する演奏者
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